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新たな風巻 頭 言

　GREEN News を購読いただいている方には今更なが

らになりますが、7 月号には人事異動に関する記事が

多く掲載されます。今号も例外ではなく、4 月に着任

した新しい研究グループ長および新入職員の紹介をお

届けすることになりました。

　当研究部門は 9 研究グループ体制である中で、3 名

の研究グループ長が交代となりました。実に 1/3 が交

代したことになり、大変大きな出来事と捉えています。

現在の産総研における研究活動の肝は研究グループ長

と言っても過言ではありません。グループ員の研究指

導・管理に始まり、国や民間企業等との連携研究の企

画立案や交渉、そして外部資金の獲得、これら一切の

進捗管理に留まらず、研究グループ内の安全・コンプ

ライアンスの確保等に至るまで、研究に係るあらゆる

内外活動の要となっています。勿論、自身の研究推進

は言うまでもありません。この 3 名の日常は 4 月以

降大きく変わり、現時点でも慌ただしいことと思いま

すが、是非それぞれの “ カラー ” を出して研究グルー

プを主導して欲しいと思っていますし、そのためのサ

ポートは惜しまず行う所存です。

　4 名の新入職員を迎えました。その内 1 名は、地質

調査総合センターが今年度から開始した博士課程前期

終了者（修士卒）の採用による者であり、20 代半ば

の非常に若い研究者です。この 4 名については採用

に至るプロセスで研究内容を聴講し、いずれも素晴ら

しい研究実績がありますが、これから産総研で研究を

推進する中で、研究を研究として終わらせることなく

社会実装まで視野に入れた研究開発を主導できる研究

者、つまり “ 産総研マインドを有する研究者 ” を目指

して欲しいと思ってます。そのためには、特に “ コミュ

ニケーション能力と共に備わったリーダーシップ ” を

磨く必要があるのではないかと考えます。この能力を

駆使して、自身の研究を相手へ的確に伝え、興味を持っ

てもらい、大きなビジョンを示して仲間を増やして、

研究を引っ張って欲しいと思います。研究グループ長

と新人職員、それぞれステージは異なりますが、共に

新たな環境に向かう中で、それがスムーズに推移する

よう、時にエンカレッジし、時にサポートして、是非

当研究部門内に “ 新たな風 ” を吹き込んで欲しいと思

う今日この頃です。

　さて、このような研究者が集う産総研における研

究成果の見本市「テクノブリッジフェア」が今年度

も 10 月下旬に開催されます。今年度も新たな研究紹

介が多数あると思われますが、テクノブリッジ ® On 

the Web（https://technobridge.aist.go.jp） で は 産 総

研の最新の技術や研究者の生の声を常時お届けしてい

ます。是非ご覧いただければ幸いです。
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副研究部門長
今泉 博之
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水文環境図：主に操作画面、図、説明書から構成され
ます。操作画面をクリックすることにより図にデータ
が表示されます。今後、インターネット上に公表する
仕様に変更する計画です。学会の巡検にて（手前左から二人目が著者）

社会に必要とされる地下水情報の
発信を目指す

地下水研究グループ長
町田 功

　4 月 1 日付で地下水研究グループ長に着任した、町
田 功です。地下水研究グループは、2008 年に地下水
環境研究グループと地質バリア研究グループが統合し
てできたグループです。前者は主として水文環境図の
編集・出版、後者は高レベル放射性廃棄物処分に係る
深層の地下水流動研究を行っていました。地下水研究
グループはこれらの２つの研究を引き継ぎ、加えて各
研究員が先端的な研究テーマを扱っています。
　水文環境図とは、一言でいえば地下水の地図です。
旧工業技術院地質調査所時代を含め、産総研の地下水
研究者は日本水理地質図（1961 ～ 1998）、水文環境
図（2002 ～）と、地下水の地図を作り続けてきました。
その内容や出版形態は時代とともに変わりつつも、地
域の地下環境の理解と地下水利用の促進をはじめとす
る社会貢献が常に意識されてきました。その用途はシ
ンプルで、例えば地下水を得るための井戸を掘削した
いとき、水文環境図を紐解くことにより、ある地点に
おいて、どの程度の深さで地下水（面）に到達するの
か、あるいはどの程度の揚水量が見込めるのか、どの
ような水質の地下水が得られるのか、などの情報を推
定できます。地下情報の不確実性から、掘ってみなく
てはわからないという側面があるのは確かですが、水
文環境図を用いることにより、その調査に必要なバッ
クグラウンドデータを得ることができるとお考え下さ
い。現在、水文環境図の作成は、作成地域の研究機関
等との密接な協力体制をとりつつ進めています。地域
の研究機関等にとっては地元のデータの収集と活用と
いう利点があり、我々にとっては、得られる地下水情

報が科学的に、そして地域の人々の生活の中でどのよ
うな意味を持つのかをより深く知ることができます。
　また、高レベル放射性廃棄物の地層処分に係る調査
研究では、特に沿岸部の深層地下水をターゲットとし
ています。地層処分への適性が高い地域には、いくつ
かの特徴が考えられますが、沿岸部は深層地下水の動
水勾配が小さいために流動は著しく遅いと考えられて
おり、且つ廃棄体の輸送距離という面でも有利とされ
ています。私たちはこれら沿岸部でのボーリング掘削
手法、地下水採取手法、帯水層試験手法、酸化還元状
態を含めた地下環境、地下水の年齢（その地下水が涵
養されてから何年経過しているのか）、そして地質年
代スケールで生じる海水準変動に伴う広域地下水流動
の変化などを調査・研究しています。
　これらに加えて現在、地下水保全に関する研究にも
取り組みたいと考えています。2014 年に制定された
水循環基本法により地下水は公共水化され、地方自治
体は独自で地下水を保全しようという動きが活発に
なっています。私は 2011 年に地下水が公水として扱
われているドイツにて在外研究を行い、欧州における
地下水・土地の保全方法やその決定方法を学んできま
した。もちろん、その手法を直接日本に輸入すること
はできませんが、その本質は日本も欧州も同じ、“ 細
く長い ” 保全システムの構築にあると言えます。地下
水は資源と環境両面をあわせもつため、地下水に対す
る人々の思いは様々です。理論的な正しさを保ちつつ、
社会に受け入れられる最適解を探すための、息の長い
調査が必要だと考えています。

新研究グループ長
挨拶&グループ紹介
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地下微生物研究から広がる
燃料資源開発

　この度、４月１日付で地圏微生物研究グループ長に
着任しました吉岡秀佳です。当グループは、2007 年
10 月に発足し今年で設立 11 年目を迎えます。当初は
数名の職員しかいませんでしたが、現在は、有機地球
化学や生物地球化学、微生物生態学を専門とする多彩
な職員 7 名と研究を支援するテクニカルスタッフ 7 名
および秘書１名が所属しています。
　グループの研究は、地下微生物の研究と関連してい
ます。近年、陸上や海底を深く掘って地下に多種多様
な微生物が広く分布していることが分かってきまし
た。この微生物の活動は、地球システムにおける物質
循環に重要な役割を果たしており、天然ガス鉱床やメ
タンハイドレート等の燃料資源の形成にも大きく貢献
しています。従って、天然ガス等の地下資源を効率的
に探鉱・開発するために、地下微生物の活動を把握す
ることが必要になります。我々は、同位体分析や脂質
分析などの地球化学的手法と、培養や遺伝子解析など
の微生物学的手法を駆使して、地下微生物の実態を解
明するとともに、その機能を積極的に利用する技術開
発を行っています。
　当グループのミッションは、当研究部門の戦略課題
である「燃料資源に関する情報整備と評価技術の開発」
の中に位置付けられ、油ガス田や炭層、海底堆積物等
に生息する微生物の活動の実態解明や、メタン生成
のポテンシャル評価や天然ガス創成技術の開発を通じ
て、国内の在来型および非在来型の燃料資源量の評価
や、新たな資源開発の支援を行うことにあります。天
然ガスの起源には、堆積有機物の熱分解反応で生成し
たものと微生物活動による生分解反応で生成するもの
の２種類があり、後者の微生物起源と考えられている
天然ガスが多く分布しています。国内では東部南海ト
ラフに分布するメタンハイドレートや、南関東ガス田
や新潟地域に分布する水溶性ガス田が主に微生物起源

地圏微生物研究グループ長
吉岡 秀佳

のメタンからなることが知られています。貯留層にあ
る微生物メタンは、どこで作られたのか不明であるた
め、地球化学と微生物学の両方を駆使したアプローチ
によって成因解明につなげたいと考えています。ま
た、油や石炭の形成には地下微生物は関与していま
せんが、油田や炭層にはメタン生成菌が分布してい
ることが多く、現在の地下環境で微生物のエネルギー
源となっている可能性があります。そこで、我々は地
下には燃料資源に変わる可能性のある物質が残って
いるという考えに立ち、様々な油ガス田や炭層で地下
微生物を利用した天然ガス創成技術の開発を目指し
ています。
　地下微生物の研究は歴史が浅く、学術的な興味や発
見が先行している段階だと思います。私自身、産総研
に来てメタン生成菌の培養実験を始めた当初は、微生
物研究が天然ガスの資源開発に役に立つのは遠い先の
ことだろうと思っていました。しかし、10 年近くた
ち「橋渡し研究」となりそうなシーズが次第に育ちつ
つあると考えています。近い将来、実際のフィールド
で我々の研究成果が利用されるように頑張りたいと思
います。そのためには、産総研内外の方々との連携が
不可欠であると考えています。今後ともご指導、ご鞭
撻をよろしくお願いします。

野外でのサンプリング風景

グループ集合写真 ガス田から発見されたメタン生成菌

新研究グループ長
挨拶&グループ紹介
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　福島再生可能エネルギー研究所及びイノベーション
推進本部を経て 4 年ぶりに当研究部門に復帰し、総括
研究主幹（兼）鉱物資源研究グループ長を拝命しまし
た相馬宣和です。どうぞよろしくお願いいたします。
　私はこれまで、二酸化炭素回収貯留 (CCS) や地熱等
環境エネルギー分野での地下の計測評価技術に携わっ
てきました。その一方、研究経営の面では、出向やイ
ノベーション推進本部における幅広い業務から多くの
経験を積む機会に恵まれました。歴代グループ長は鉱
床学、地質学、岩石学等に秀でた先輩方でしたが、私
は各研究員の専門性を尊重しつつ自分の異なる経験を
生かし、社会の皆様に有用・有益であることと、それ
を牽引する研究者にとって魅力的な研究の場であるこ
ととを両立させ、両面インタラクティブに好循環しな
がら社会への成果還元を主体的・持続的に行えるよう
な研究グループの構築を目指す所存です。
　当研究グループは産総研発足時からの老舗ですが、
非鉄金属資源の価格急上昇を受けてか 2005 年に “ レ
アアース ” の語がミッションに加えられています。
2010 年の中国の輸出規制に端をなす「レアアース危
機」は大きな衝撃でした。我々は国の緊急対策的な政
策に関連して大型の予算措置等を受け、マルチコレク
ター誘導結合プラズマ質量分析計、鉱物粒子解析装置
(MLA) 等、同位体比や鉱物量比の分析に特化した機器
を導入し、設備の一層の充実を図りました。また、国
際的な研究活動も大変盛んになりました。幸いにもそ
の後の相場は比較的安定し、都市鉱山等リサイクル技
術や “ 脱レアアース ” を標榜する各種研究も進みまし
た。その一方で海外資本による国内探鉱が起こる等、
鉱物資源を巡る状況は大きく変化しました。ユーザー
サイドでも緊急対策的な時期はとうに終わり、中長期

的視点でのリスク管理や資源調達戦略を議論されてい
るかと思います。我々も改めて今日的状況を再確認
し、中長期的に社会に有用な取り組みを深めなければ
と思っています。
　当研究グループでは主に、レアメタルを含む鉱物資
源のポテンシャル評価、鉱床の成因研究、新たな鉱石
分析技術や地化学探査法の開発、鉱物資源に係る情報
整備等に取り組んできました。国内外での野外調査研
究から、実験室での分析、衛星データ活用やシミュレー
ション、データベース構築まで活動スタイルも多岐に
渡り、それぞれ異なる得意分野を持ちつつ連携しなが
ら研究を進めています。私は “ 中長期的に腰を据えた取
り組み ” を重視し、3 つの方向性を考えています。
１）政策対応的な活動の継続。“ 新たな鉱物資源の危機 ”
を未然に防ぐ気概を持ち、関係機関や企業等との対話
を密に、研究者ならではの将来展望を生かした提案や
取組みが出来ればと思います。
2）研究力の一層の向上。我々の成果を社会還元し続
けるためには、その価値を陳腐化させない前進こそが
不可欠です。“ 将来危機を防ぐ ” ことに寄与する責任
があるからこそ、新しい着眼点や発想を大切にし、全
ての活動のベースとして意識していく次第です。
3）社会との対話。我々の知見やスキルは様々に展開
可能です。また、異業種の方のご関心もあろうかと思
います。ぜひお気軽にご相談下さい。社会の皆様との
対話は、我々の研究力の向上にも必ず役立つと考えて
います。
　今回、多かれ少なかれ “ 変化 ” が現れると思います。
私はここに記した気概でグループの発展に尽力いたし
ますので、関係先の皆様にはご理解を賜り、引き続き
ご指導ご鞭撻を頂ければ幸甚の至りでございます。

鉱物資源研究グループ長
相馬 宣和

成果還元を主体的
持続的に行える
研究グループの構築を
目指す

新研究グループ長
挨拶&グループ紹介
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新
紹 介

メ ン バ ー

　本年 4 月より、任期付研究職員として地圏微生物研
究グループに配属されました、須田好と申します。学
部から博士課程まで東京工業大学に在籍し、2016 年
3 月に東京工業大学大学院・理工学研究科・地球惑星
科学専攻にて学位を取得致しました。学位取得後はポ
スドクとして海洋研究開発機構、産業技術総合研究所

（地圏微生物研究グループ）で研究に従事し、現在に
至ります。
　専門分野は地球化学と地球史です。初期地球解読を
目標として、学部生時代より超苦鉄質岩と水の反応が

関与するシステム “ 蛇紋岩－水反応系 ” を対象とした
研究を行ってきました。これまで主に取り組んできた
ことは、炭化水素ガスの生成機構の解明を目的とした、
水素と炭素の安定同位体比解析、プロパンの分子内炭
素同位体比解析です。蛇紋岩温泉中に含まれる炭化水
素ガスは微量のため、それらを正確に測定するための
手法開発にも努めました。産総研・地圏微生物研究グ
ループに所属してからは、新たに微生物学的な実験技
術や専門知識を学んでいます。
　人類が持続的に発展していくためには、私たちが住
む地球・宇宙の自然現象を理解することが重要である
と考えています。そしてそのためには今現在起きてい
る事象だけでなく、過去に起きた事象も含めて理解す
ることが大切です。自然現象は生物的なプロセスと非
生物的なプロセスが複雑に組み合わさったものです。
私はこれまでの地球化学的な経験を活かしつつ、他分
野への理解を深めることで、多角的な視点から自然現
象を捉えられる研究者を目指したいです。今後ともご
指導・ご鞭撻のほどよろしくお願い致します。

地圏微生物研究グループ
須田　好

岩石－水－生命間の
相互作用を読み解く

　本年 4 月より、CO2 地中貯留研究グループに配属
されました、堀川卓哉と申します。大阪出身で、学部・
修士の 6 年間を大阪大学で過ごし、修士型研究員とし
て産総研に採用していただきました。
　大学では、岩石コア試料を用いた室内実験を中心に、
岩石の構造や水飽和状態と弾性波速度の関係を定量化
することで、既存の弾性波モデルを不飽和岩石に応用
することを目標に研究を行っていました。このテーマ
を選んだ理由は、生活に欠かせない資源に関わる研究
がしたいと考えていたことと、その資源を開発する際

に用いられる物理探査という技術に興味を持ったこと
がきっかけでした。
　GSJ では、CO2 地中貯留サイトや地熱地域を中心に
重力、自然電位を用いた中長期的なモニタリングに関
わります。資源､ 物理探査に密接に関わった仕事がで
きるということに加えて、学生時代は室内実験中心で
したが、GSJ ではフィールドに出る機会も増えるとの
ことで、大変楽しみにしています。物理探査技術を用
い、CO2 や地熱貯留層の挙動を可視化することで、地
球温暖化や再生可能エネルギーといったスケールの大
きな問題に少しでも寄与できればと考えています。
　学生時代の研究内容、スタイルとは大きく異なるこ
ともあり、一から勉強しなければならないことも多い
ので、先輩方のご指導を積極的に仰いで、いち早く知
識・技術を身に付けたいと思います。皆様、どうぞよ
ろしくお願いいたします。

CO2 地中貯留研究グループ
堀川 卓哉

物理探査で持続可能な
社会の実現に
貢献したい

この度、地圏資源環境研究部門に
新しいメンバーが加わりましたので
ご紹介いたします。
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　本年 3 月より、任期付研究員として地圏環境リスク
研究グループに配属になりました、吉川美穂と申しま
す。昨年まではテクニカルスタッフとして、同グルー
プに勤務しておりました。引き続き、よろしくお願い
致します。
　私は、地下に広がる見えない世界に魅力を感じ、東
京農工大学の土壌化学の研究室で、農地における炭素
貯留など、緑に囲まれた比較的 “ 綺麗な土壌 ” におけ
る環境問題を扱いました。修士課程修了後は、民間企
業の研究員や産総研のテクニカルスタッフとして、専
ら工業地域の “ 汚い土壌 ” を環境微生物により浄化す
る仕事に取り組み、昨年 3 月に学位を取得しました。

微生物の汚染物質分解能を利用して、土壌汚染物質で
あるベンゼンやテトラクロロエチレンなどの揮発性有
機化合物を浄化する技術は、低コスト・低環境負荷型
の技術として注目されています。一方、浄化の不確実
性等の問題により、実汚染サイトでは十分に実用化が
進んでいないのが現状です。これに対し、私は浄化手
法の新規開発や、微生物学のみならず土壌化学的アプ
ローチも考慮した研究を行ってきました。
　今後、東南アジア諸国等での土壌汚染対策が求めら
れることもあるかと思いますが、そうした社会課題に
少しでも貢献できるよう、これからの日々の研究に邁
進していきたいと思います。未熟な研究者であります
ので、部門内外の多岐に渡る専門家の皆様にお力添え
を頂き、“ 汚い土壌 ” を “ 綺麗な土壌 ” へ変え、クリー
ンな社会を構築するという複雑な課題の解決に繋げて
いきたいと考えております。今後とも、ご指導・ご鞭
撻のほどよろしくお願い致します。

地圏環境リスク研究グループ
吉川 美穂

微生物を利用して
クリーンな環境を

構築したい

　本年 4 月より、任期付研究員として地圏メカニクス
研究グループに配属されました北村真奈美です。広島
大学大学院理学研究科で学位を取得後、2016 年度よ
り活断層火山研究部門・地震テクトニクス研究グルー
プにて産総研特別研究員として勤務していました。こ
れまでの研究経験を活かし、基礎研究に加えて、もう
少し直接的に人の生活に役立つ研究にも取り組みたい
と思い地圏資源環境研究部門を希望しました。
　専門は実験岩石力学・構造地質学です。学部から博
士課程までは、南海トラフでの地震発生メカニズム解
明を大きな目標として、四万十帯や現世の南海付加体

を対象に研究を行ってきました。修士課程までは、炭
質物（ビトリナイト）を用いて四万十帯の温度構造や
断層帯の摩擦発熱温度について研究を行ってきまし
た。博士課程では、カッティングス試料を活用し、南
海付加体の強度プロファイルの推定を行いました。
　産総研では、超臨界流体が存在する高温花崗岩体を
対象に、超臨界地熱開発に伴う誘発地震発生のメカニ
ズム解明を目指して実験的な研究を行っています。超
臨界条件下における花崗岩の力学的・水理学的特性を
明らかにし、地熱開発を行う上で、どういうことが原
因で地震を起こしてしまうのかという問題解決に少し
でも貢献したいと思っています。研究者としてまだま
だ未熟者ですが、皆様から多くを学び、時に協力し合っ
て問題解決に取り組んでいきたいと思っております。
皆様、これからもご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願
い申し上げます。

地圏メカニクス研究グループ
北村 真奈美

岩石力学から地震発生
メカニズム解明を

目指して
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参加報告

女子大学院生・ポスドクと産総研女性研究者との懇談会参加報告
地圏微生物研究グループ　持丸 華子

　「女子大学院生・ポスドクと産総研女性研究者との
懇談会」が、産総研ダイバーシティ推進室の主催で、
2017 年 9 月 25 日（月）に名古屋の中部センターにて、
11 月 20 日（月）、21 日（火）につくばセンターにて
開催されました。 女性の大学院生・ポスドクの方々に、
研究職のキャリアイメージを持っていただくことを目
的として、産総研の職場紹介や在職女性研究者との懇
談、研究室見学が行われました。 地質分野では、11
月 20 日に地質調査所（GSJ）の説明とラボ見学ツアー

（2 グループ）があり 11 名が参加され、21 日の研究
領域独自プログラム「地質標本館ツアーと岩石薄片が
できるまで」には 13 名が参加されました。地圏資源
環境研究部門ではラボツアーの 1 つを地圏微生物研究
グループの持丸が担当し、入所の経緯や育児との両立
で心がけていることなども紹介しながら研究室を案内
しました。見学された方々はとても積極的で、研究紹
介にも多くの質問が寄せられました。地下深部に生息
し酸素に触れると死んでしまう嫌気性微生物を扱うた
めの嫌気グローブボックスやガス置換装置の紹介、石

炭を直接メタンに変えるメタン生成菌の蛍光顕微鏡観
察などを行いました。「ここが Science に載った研究
の現場なんですね！」と目を輝かせた学生さんが印象
的でした。私を含め共働きでほぼ単身子育てと研究を
両立せざるを得ない女性研究者も多いですが、周りの
理解に感謝しつつなんとかやっている姿から、将来へ
の不安に打ち勝って、夢を叶えて欲しいと感じました。

地圏微生物研究グループの実験室見学の様子

Coal Mining and Utilization for Sustainable Development International Conference 
(CM&USD2017) 参加報告
地下水研究グループ　松本 親樹

　2017 年 11 月 23 日～ 24 日に、タイ電力公社 (EGAT)
の主催により、 タイ北 部 Lampang に位 置する Mae 
Moh 露天掘り石炭鉱山にて、CM&USD2017 が開催さ
れました。本会議には、タイ、インドネシア、インド、日本、
ドイツ等の国々から、150 人以上のエンジニア、研究者、
各国政府機関の関係者（資源開発部門）、学生が招集さ
れ、「持続可能な石炭開発を実現するためには？」とい
うテーマに関して意見交換を行いました。
　私は、環境保全に関するセッションに招待され、研究
発表を行いました。全体的にも環境問題（水質汚染や斜
面崩壊等への対策）に関する発表が多く、近年資源開
発が活発化している東南アジア諸国において、周辺環境
への配慮が重要な位置づけにあることが強調されていま
した。本会議が開催された Mae Moh 鉱山もタイにおい
て持続可能な石炭開発に取り組んできた鉱山の一つであ
ります。私は 5 年前に技術研修を目的として本鉱山に滞
在していましたが、その時よりも採掘跡地の再緑化（リ
ハビリテーション）が進んでおり、広大な採掘跡地には、
森林保護区やゴルフ場、博物館、公園等が建設され、
計画的なリハビリテーションが進行していました。先進
国でも、数百年前に行われた資源開発に起因する環境
問題が現在もなお深刻な問題となっている例があること

から、本鉱山のように “ 資源開発を始める段階 ” から環
境問題に対する防止対策を十分に講じておくことが必要
であります。また、鉱山における環境問題への対策につ
いて、多くの経験を有している日本をはじめとする先進
国が、このような会議やプロジェクトを通して研究協力
や技術提供という形で協力していくことも、「持続可能な
石炭開発」を実現するために重要であると言えます。

Mae Moh 露天掘り石炭鉱山の採掘ピット（写真奥）。
採掘跡地を再緑化したゴルフ場エリア（写真手前）
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当部門への
アクセスマップ

東京 秋葉原 ひたち野
うしく上野 荒川沖

産総研
つくば東

神田 御徒町 牛久

山手線 常磐線

つくばエクスプレス

並木
二丁目

常磐高速バス

秋葉原

つくば

気象
研究所

環境研究所

産総研
つくば西

産総研
つくば中央
　   第7

洞峰公園

3分 3分 60分 3分

45分

65分

徒歩
5分

徒歩
1分

徒歩
3分

15分

20分

20分

並木大橋

羽田空港

成田空港

成田～つくばセンター　高速バス
100分

羽田～つくばセンター　高速バス
120分

並木
一丁目

関
東

鉄
道

バス

10分

20分

中央第７事業所への交通手段
http://www.aist.go.jp/aist_j
/guidemap/tsukuba/center/
tsukuba_map_c.html

▼ access map
●つくばエクスプレス
　つくば駅より、関東鉄道路線バス
　荒川沖駅（西口）行きに乗車後、
　並木二丁目で下車
　徒歩3分
　（産総研の無料マイクロバスも有ります。）
●高速バス
　東京駅八重洲南口より、つくばセンター・
　筑波大学行きに乗車
　並木二丁目で下車
　徒歩3分
　（各空港からもご利用になれます。）
　つくばセンター⇔羽田空港
　つくばセンター⇔成田空港

8
Aug

31 
Jul.-2 
Aug

International Association of Chinese 
Youth in Water Sciences (CYWater), 
2018 Summer Meeting

http://hydro.igsnrr.ac.cn/cywater/data/
meeting/2018_summer_meeting.html Beijing, China

7-10 第 15回日本加速器学会年会 https://www.pasj.jp/dai15kainenkai/img/
nenkai15poster.pdf ハイブ長岡（新潟）

20-21 第 22回 NMRマイクロイメージング
研究会

http://www.bk.tsukuba.ac.jp/~mrlab/
Microhome/micro2018.html

東北大学多元物質科学研究所
（宮城）

24-28 日本第四紀学会 2018 年大会 http://quaternary.jp/meeting/meeting2018.
html

首都大学東京南大沢キャンパス
（東京）

28-31
15th Quadrennial Symposium of 
the International Association on the 
Genesis of Ore Deposits (IAGOD)

http://15iagods.org Salta, Argentina

9
Sep

4-5 第 21 回日本水環境学会シンポジウム https://www.jswe.or.jp/event/symposium/
index.html 島根大学（島根）

5-7 日本地質学会第 125年学術会議
（2018 札幌）

https://confit.atlas.jp/guide/event/
geosocjp125/top 北海道大学（北海道）

5-8 2018（平成 30）年度日本温泉科学会
第 71回大会

http://www.j-hss.org/meeting/annual_meeting.
html 別府市公会堂（大分）

10-11 平成 30年度 第 62回粘土科学討論会 http://www.cssj2.org/wp-content/
uploads/180509_62th_1st.pdf

早稲田大学 西早稲田（理工）
キャンパス（東京）

10-12 資源・素材 2018（福岡） https://confit.atlas.jp/guide/event/mmij2018b/
top?lang=ja 福岡工業大学（福岡）

10-14 45th International Association of 
Hydrogeologists Annual Congress https://www.iah2018.org Daejeon, Korea

11-12 第 24回（2018 年）日本環境毒性学会
研究発表会 http://jset.jp/meeting/meeting.html 岐阜大学サテライトキャンパス

（岐阜）

11-13 2018 年度日本地球化学会第 65回年会 http://www.geochem.jp/conf/2018/doc/poster.
pdf 琉球大学千原キャンパス（沖縄）

12-14 水文・水資源学会 2018 年度総会・研
究発表会 http://jshwr2018.bio.mie-u.ac.jp 三重大学（三重）

19-21 日本鉱物科学会 2018 年年会 http://jams.la.coocan.jp/2018_Meeting_
Announce.pdf 山形大学小白川キャンパス（山形）

10
Oct

9-11 第 61 回薄片研磨片技術討論会 (2018）http://jsstpm.com/events/conference.html 茨城県県南生涯学習センター
（茨城）

13-14 2018 年度日本水文科学会学術大会 http://www.suimon.sakura.ne.jp/ 
2017/10/2018.html 総合地球環境学研究所（京都）

16-17 日本応用地質学会研究発表会 http://www.jseg.or.jp/00-main/annual_
meeting.html 札幌市教育文化会館（北海道）

22-26 8th International Symposium on 
Surface Science (ISSS-8) http://www.sssj.org/isss8/pdf/FirstCircular.pdf Tsukuba, Ibaraki

27 2018 年度土壌物理学会大会 https://js-soilphysics.com/conf 北海道大学農学部（北海道）

地下水研究
グループ

鉱物資源研究
グループ

燃料資源地質
研究グループ

地圏微生物研究
グループ

地圏化学研究
グループ

物理探査研究
グループ

CO2 地中貯留
研究グループ

地圏環境リスク
研究グループ

地圏メカニクス
研究グループ

当研究部門には 9つの研究グループがあります。
各研究グループの概要はこちらでご覧いただけます。
https://unit.aist.go.jp/georesenv/about/

our groupsour groups

2018 Event Calendar

■日時 2018/12/6（木）午後
■場所 秋葉原ダイビル 秋葉原コンベンションホール

研究成果報告会地圏資源環境研究部門

詳細は次号のGREEN NEWS及び当研究部門Webサイトにてご案内致します。

開催
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■発行　国立研究開発法人 産業技術総合研究所
　　　　地質調査総合センター 地圏資源環境研究部門
■編集　地圏資源環境研究部門　広報委員会
■第 61号：２０１8年 7月17日発行

ご意見、ご感想は、当研究部門の web サイト  https://unit.aist.go.jp/georesenv/  の「お問合わせ」ページからお寄せ下さい。

〒 305-8567 茨城県つくば市東 1-1-1（中央第 7）
TEL 029-861-3633
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